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[1]

C∞(R) = {f | R上の複素数値連続関数で lim
|x|→∞

f(x) = 0}

とおく．f ∈ C∞(R), g ∈ L1(R) のとき，f ∗ g ∈ C∞(R) であることを示せ．

[2] f(x) を R 上の Lebesgue 可測関数で，すべての有界区間上で可積分となるもの

とする．すべての g ∈ C0(R) に対して
∫
R
fg dx = 0 であれば，f(x) = 0 a.e. である

ことを示せ．

[3] (X,B, µ) 上の実数値可積分関数 f を取り，E ∈ B に対し，Φ(E) =

∫
E

f dµ と

おくとこれは加法的集合関数である．
(1) この Φ の Jordan 分解を具体的に記述せよ．
(2) この Φ の Hahn 分解を具体的に記述せよ．

[4] (X,B, µ) 上の複素数値可積分関数 f を取り，E ∈ B に対し，Φ(E) =

∫
E

f dµ

とおく．X を X =
m∪
k=1

Ek (disjoint union, Ek ∈ B) と表したととき，このようなすべ

ての表示について
m∑
k=1

|Φ(Ek)| の上限を取ると，
∫
X

|f(x)| dµ に等しいことを示せ．


